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簿記会計学1 吉田高文

対象
学生

ビジネス・医療秘書コー
ス1・2年生

学期
区分

前期 単位数 2
必修

 

科目の主題 成績評価の方法と割合

大学で習得すべき簿記や会計の基礎と初歩的な原価計算を学ぶ。

　　　　　定期試験（90％）
　　　　　受講態度（5％）
　　　　　提出物　（5％）
期末試験は自筆ノート及び配布物の持ち
込みを認める。（コピー不可。）

科目の到達目標

教育目標に基づく学修成果の到達目標

　テキストは使用しない。教員が用意した配布物（プリント）を使いながら学習する。板書しながら講義形式で
授業を進めるが、受講者には必要なつど練習問題を解いてもらい理解度を確認する。

複式簿記の構造を理解する。

簡単な財務諸表を作成できる。

商業簿記と工業簿記の違いを理解する。

日本商工会議所簿記検定試験３級の取得を目指す。

　　　　（３）精算表（その１）

　　　　（４）精算表（その２）

準備学修（予習、復習等に必要な時間または具体的な学修内容）

授業中に電卓を貸し出すが、自分の電卓を使う人は持ってくること。授業中に自習用のプリントを配布する。家
に持ち帰って30分から60分程度学習すること。後期に「簿記会計学２」も受講するとよい。質問は電子メールな
どで受け付ける。メールアドレスは授業中に知らせる。

授業計画

　　　　（２）勘定科目と仕訳

　　　　（３）さまざまな仕訳

教科書は使用しない。教員が作成した資料（プ
リント）を配布する。参考書は『合格するため
の過去問題集　日商簿記3級』TAC株式会社など
の問題集。

　簿記や会計は、部分的に理解しても何にもならない。一つのシステムとし
て、初めから順番に理解することが必要とされる。そのため、欠席や遅刻を
せず、継続して出席することが望ましい。講義内容は、日商簿記検定３級程
度とする。

授業方法

複式簿記（１）複式簿記のしくみ

教科書・参考書 受講生へのメッセージ

　　　　（５）練習問題

商業簿記のまとめ（１）商品有高帳など

　　　　　　　　（２）伝票会計

工業簿記のしくみ

原価計算（１）総合原価計算（その１）

　　　　（２）総合原価計算（その２）

　　　　（４）勘定記入と締め切り

　　　　（５）複式簿記のまとめ

財務諸表（１）財務諸表の作成

　　　　（２）損益計算書と貸借対照表


